
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

あんずをとりました 学校の表と裏で実のなる量がちがった。同じ木でも

植えられた場所がちがい、環境、条件がことなれ

ば、成長の度合いもちがうのだと思った。あんずの

木の個別性を見れた。33 回生も、皆、個々にちが

う。そのクラスで力を合わせ、まぶしい空の下、あ

んずをとった。2 年後の国試合格を願った。今日の

あんずとりのように、皆で力を合わせ合格をめざし

たい。 

天気もよくてすごく楽しかったです。 

みんな活き活きしてて、笑顔が輝いて見えま

した。早くみんなで漬けたあんず酒が飲みた

いです。楽しみが増えました。 

あんずとりを人生で初めて行いました。ひとそ

れぞれ何も打ち合わせせずとも、あんずの木

に登る人、受け取る人、自然と皆協力して共

有できる時間の形を 2 年後に楽しめる、とて

もよい行事だと思いました。楽しかったです。 

学校の前にあんずの木があることを初めて

知った。実があんなに青いことも初めて知っ

た。 

おいしいあんず酒が出来るまで 2 年。その間

私たちもいろんな事を学んで完熟になりた

いと思った。 

ホームページをみたりしててど

んなんだろ？とかおもってたり

しました。実際するとめっちゃ

楽しくて必死にあんず取りして

いました。皆で何かをするって

いいなって改めて思いました。 

遠くで取れそうになかったけどとれたか

らうれしかった！ 

たのしかった。 

毛虫にさされたり、 

木から落ちたり、 

ケガする人がいなくてホントによかった。

みんなであんず酒 

送別会の時に飲めたらいいと 

思います 

１つの木に対してクラスメートと協力してあんずを

楽しくとる事ができました。 

とったあんずが熟す頃にはこの 33 回生は看護師と

して輝いているのかなと思った。 

いいお天気の中クラスのみんなであんず

の収穫ができた。みんなイキイキしてて

協力しながらとった。 

木の上の子の事を心配したり、肩につい

た葉を払ったりみんなの優しさが光って

いた。 

あんずはおっきくて

丸々してた。 

においはなんにもし

なかったけど、 

2 年後卒業すると

きに今日作ったあん

ず酒で乾杯したい。 

今日この学校で恒例のあんずとりをした。校長先

生をはじめ先生方も参加し、みんなで協力してと

ることができた。木に実をつけていて、一つ一つ丁

寧にとってくれる同級生がいて、その実を私はカゴ

に入れていった。その後、あんずを洗った。どれも一

つ一つ丁寧に行い、このあんず酒を飲めるのが楽

しみです。 

おいしいあんず酒になってね 

とてもキレイなあんずがとれました。 

採っているみんなの笑顔も 

すてきでした。 

2010 年 6 月 9 日 

毎年恒例のあんずとり、み

んなで楽しみました。 

まだ、お互いのことをそん

なに知らない私達が、実習

を共に経験し、1 年後どん

な関係を築いているのか？

みんなで飲むのが楽しみで

す。 


